
日
本
最
初
の
洋
式
病
院
は
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
開
院
の
長
崎

養
生
所
で
あ
り
、
長
崎
の
国
際
性
か
ら
入
院
患
者
へ
は
、
和
食
、
中

華
、
洋
食
が
供
せ
ら
れ
た
が
正
式
の
病
院
給
食
の
記
録
は
な
い
。
蘭

医
ボ
ン
・
ヘ
に
よ
っ
て
西
洋
医
学
の
教
育
が
始
ま
っ
た
。
ボ
ン
。
へ
は
各

藩
か
ら
集
っ
た
医
学
生
に
、
西
洋
医
学
の
実
地
の
ほ
か
、
薬
学
生
が

な
か
っ
た
の
で
、
薬
室
に
て
処
方
妻
調
剤
を
も
行
わ
せ
た
・
後
任
の
ボ

ー
ド
ウ
ィ
ン
も
、
ポ
ン
。
へ
同
様
で
あ
っ
た
。
明
治
と
な
り
、
ポ
ー
ド
ウ

ィ
ン
は
浪
華
仮
病
院
（
国
立
大
阪
医
学
校
病
院
）
へ
移
っ
た
。
同
校
は

明
治
五
年
、
全
国
的
な
学
制
改
革
に
よ
り
廃
校
と
な
っ
た
。
洋
式
病

院
の
再
建
を
望
む
熱
心
な
府
民
の
寄
付
金
を
基
に
、
明
治
六
（
一
八

七
三
）
年
二
月
一
五
日
府
立
大
阪
病
院
（
後
の
阪
大
病
院
）
が
開
設
さ

れ
、
廃
校
と
な
っ
た
国
立
大
阪
医
学
校
病
院
よ
り
高
橋
正
純
が
院
長

に
、
蘭
医
エ
ル
メ
レ
ン
ス
。
．
］
・
陣
日
胃
冒
が
教
師
に
就
任
し
、

日
本
に
お
け
る
病
院
給
食
の
始
ま
り

（
明
治
六
年
・
大
阪
）

中
室
嘉
祐

エ
ル
メ
レ
ン
ス
指
導
に
よ
り
日
本
最
初
の
、
完
全
な
病
院
規
則
で
あ

る
「
阪
府
病
院
各
局
規
則
・
病
院
給
食
規
則
」
が
で
き
た
。

エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
毎
朝
八
時
蘭
語
に
よ
る
医
学
講
義
を
行
い
（
こ

の
講
義
で
日
本
最
初
の
栄
養
学
教
育
、
蛋
白
質
・
脂
質
・
糖
質
・
無
機
質
の

四
大
栄
養
素
の
重
要
性
、
を
講
述
し
た
「
日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
三
一
巻
、

第
二
号
、
八
五
頁
」
）
つ
づ
い
て
外
来
・
入
院
診
療
を
行
っ
た
。
入
院

料
は
一
’
五
等
に
分
か
れ
、
二
円
、
一
円
五
○
銭
、
五
○
銭
、
三
五

銭
、
二
○
銭
（
但
し
貧
し
い
人
は
戸
長
の
添
え
書
に
よ
り
無
料
）
、
等
級
に

応
じ
入
院
患
者
へ
は
病
院
直
営
の
栄
養
豊
か
な
病
院
給
食
が
始
ま
っ

た
。

入
院
患
者
尋
常
（
通
常
）
食
膳
表
に
よ
る
と
、
朝
餐
（
一
等
・
上
等

洋
食
、
二
等
・
中
等
洋
食
、
三
等
・
浮
均
鶏
卵
・
十
六
寸
豆
砂
糖
煮
・
奈
良

漬
・
飯
・
茶
、
四
等
・
浮
々
鶏
卵
・
十
六
寸
豆
砂
糖
煮
・
沢
庵
漬
・
飯
・
茶
、

五
等
・
煮
占
物
・
沢
庵
漬
・
飯
。
茶
）
、
午
餐
（
一
等
・
上
等
洋
食
、
二
等
．

中
等
洋
食
、
三
等
・
上
魚
焼
物
・
菓
子
椀
・
猪
口
・
汁
・
沢
庵
漬
・
飯
・
茶
、

四
等
・
中
魚
焼
物
・
菓
子
椀
・
小
皿
物
・
飯
・
沢
庵
漬
・
茶
、
五
等
・
中
魚

焼
物
・
沢
庵
漬
・
飯
・
茶
）
、
晩
餐
（
一
等
・
上
等
洋
食
、
二
等
・
中
等
洋

食
、
三
等
・
煮
占
・
ビ
ー
フ
ス
テ
ッ
キ
・
浸
シ
物
・
沢
庵
漬
・
飯
・
茶
、
四

等
・
ビ
ー
フ
ス
テ
ッ
キ
・
浸
シ
物
・
飯
・
茶
、
五
等
・
牛
肉
・
飯
・
茶
）
の
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、

入
院
患
者
給
食
が
始
ま
っ
た
。

当
時
地
方
の
山
奥
で
は
稲
が
生
育
し
な
い
た
め
、
ア
ワ
、
ヒ
エ
、

ソ
バ
を
常
食
と
し
、
農
村
で
は
麦
飯
、
菜
飯
が
、
都
市
で
も
麦
飯
が

多
か
っ
た
の
で
、
白
米
と
梅
干
し
、
す
な
わ
ち
日
の
丸
弁
当
を
腹
一

杯
食
べ
る
こ
と
は
、
こ
の
上
も
な
い
強
力
食
と
考
え
ら
れ
た
。
日
本

経
済
の
中
心
地
の
大
阪
船
場
で
も
当
時
の
大
阪
町
民
の
常
食
は
き
わ

め
て
質
素
で
、
宮
本
又
次
阪
大
教
授
に
よ
れ
ば
「
朝
カ
ュ
や
昼
一
菜

に
夕
茶
漬
」
と
い
っ
た
簡
単
な
常
食
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
阪
町
民
の

常
食
と
比
べ
る
と
、
病
院
の
昼
食
に
は
「
毎
日
魚
が
つ
き
」
大
阪
町

民
の
夕
食
は
「
漬
物
で
茶
潰
」
の
簡
単
な
の
に
「
洋
食
や
ビ
ー
フ
ス

テ
ー
キ
や
牛
肉
が
つ
い
た
栄
養
食
」
が
献
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
献

立
は
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
が
来
日
し
て
、
日
本
人
常
食
の
低
蛋
白
・
低

脂
肪
に
驚
き
、
母
国
の
常
食
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
栄
養
学
の
水
準
に
近

づ
け
よ
う
と
、
日
本
人
医
師
団
の
作
成
し
た
献
立
を
修
正
し
昼
食
に

は
魚
を
、
夕
食
に
は
ビ
ー
フ
ス
テ
ッ
キ
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
一
・
二
等
の
洋
食
は
さ
ら
に
豪
華
で
オ
ラ
ン
ダ
の
常
食
に
近
い

も
の
で
あ
ろ
う
。

同
病
院
各
局
規
則
に
は
さ
ら
に
病
院
給
食
を
栄
養
的
、
衛
生
的
に

調
理
・
配
膳
す
る
た
め
の
管
理
規
則
で
あ
る
「
給
食
（
賄
方
）
規
則

五
ケ
条
」
が
あ
る
。
㈲
総
て
滋
養
に
関
す
る
諸
品
の
調
製
に
責
任
を

持
つ
こ
と
、
ロ
毎
回
食
事
帳
に
基
づ
き
調
製
す
る
こ
と
、
日
食
品
は

精
密
に
検
査
し
い
さ
さ
か
も
腐
敗
に
傾
い
た
も
の
は
一
切
用
い
な
い

こ
と
、
四
飲
食
用
器
械
の
洗
源
は
丁
寧
に
す
る
こ
と
、
⑤
患
者
食
膳

は
次
の
定
刻
ま
で
に
調
製
用
意
す
る
こ
と
、
朝
餐
七
時
半
（
夏
期
六

時
又
午
餐
一
二
時
、
晩
餐
五
時
半
（
夏
期
六
時
）
と
し
、
夜
番
看
護

人
に
は
夜
一
二
時
茶
漬
を
供
す
。
以
上
」
こ
の
五
ケ
条
は
日
本
最
初

の
病
院
給
食
管
理
規
則
で
あ
ろ
う
。
こ
の
㈹
○
条
は
栄
養
管
理
規
則

で
あ
り
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
栄
養
指
導
に
よ
り
病
院
の
定
め
た
栄
養

豊
か
な
給
食
献
立
表
に
従
っ
て
、
入
院
給
食
を
調
理
す
べ
き
で
、
た
と

え
料
理
上
手
の
調
理
人
と
い
え
ど
も
勝
手
な
料
理
を
調
製
す
る
こ
と

を
禁
じ
て
い
る
。
ま
た
日
凹
条
は
衛
生
管
理
規
則
で
あ
り
、
新
鮮
で

安
全
な
食
品
材
料
を
選
択
し
、
調
理
に
用
い
る
器
械
も
衛
生
的
清
潔

な
も
の
を
用
い
て
、
食
中
毒
等
の
発
生
し
な
い
よ
う
規
定
し
て
い

る
。
田
条
は
作
業
管
理
規
則
で
あ
り
、
定
め
ら
れ
た
時
間
に
配
膳
を

完
了
し
て
、
午
後
の
回
診
等
病
院
活
動
の
規
正
を
行
う
規
則
で
あ

る
。

さ
ら
に
医
局
規
則
に
「
当
直
医
は
配
膳
前
に
毎
回
入
院
給
食
を
検

査
す
べ
し
」
の
検
食
規
則
が
あ
る
。
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大
阪
町
民
常
食
が
低
蛋
白
、
低
脂
肪
の
明
治
六
年
に
、
エ
ル
メ
レ

ン
ス
指
導
に
よ
る
日
本
最
初
の
栄
養
豊
か
な
病
院
給
食
が
直
営
で
始

め
ら
れ
、
こ
の
調
理
配
膳
は
栄
養
的
衛
生
的
に
管
理
指
導
さ
れ
、
毎

回
医
師
に
よ
っ
て
検
査
す
る
と
い
う
、
完
全
に
近
代
的
な
日
本
最
初

の
病
院
給
食
が
直
営
で
明
治
六
年
府
立
大
阪
病
院
（
後
の
阪
大
病
院
）

に
お
い
て
始
ま
っ
た
。

（
奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
）

「
君
、
医
を
業
と
す
る
と
雌
も
、
素
顔
に
あ
ら
ず
。
そ
の
祖
業
に

背
か
ざ
る
の
み
」
Ｉ
三
浦
黄
鶴
は
、
父
・
梅
園
の
医
業
に
対
す
る

真
情
を
こ
う
伝
え
て
い
る
（
『
先
府
君
錘
山
先
生
行
状
』
）
。
豊
後
国
東
の

僻
村
に
生
ま
れ
、
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
の
地
で
送
っ
た
梅
園
に
と

っ
て
、
祖
父
以
来
の
医
業
を
継
承
し
て
は
い
た
も
の
の
、
自
ら
本
業

と
任
じ
て
い
た
の
は
「
条
理
学
」
を
完
成
し
て
旧
学
の
弊
を
革
新
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。

医
師
と
し
て
、
梅
園
の
医
術
が
名
声
を
博
し
た
と
い
う
記
録
は
な

い
。
だ
が
た
と
え
医
術
は
凡
庸
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
彼
が
形
成
し

た
と
こ
ろ
の
斬
新
な
医
学
論
は
、
江
戸
時
代
医
学
史
に
お
い
て
特
筆

す
べ
き
業
績
で
あ
っ
た
。
主
著
『
玄
語
』
に
展
開
さ
れ
た
彼
の
条
理

学
が
、
ほ
と
ん
ど
孤
高
と
い
う
べ
き
独
創
性
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
そ

れ
に
裏
付
け
ら
れ
た
医
学
論
を
日
本
医
学
史
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と

は
難
し
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
試
桑
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
い
く
つ

梅
園
医
学
論
の
立
場

九

山

敏

秋
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